
〔調査結果の概況〕 

市では、市民の皆様の意向を踏まえた市政を推進していくため、市民意識調

査を実施しております。 
平成１７年度については、定住意識と地域の住みごこち、佐倉市全体に対す

るイメージ、市の政策として力を注ぐべき事項、地域活動と市行政とのかかわ

り、テーマ別の調査事項（道路環境、日常の買い物動向の２つのテーマ）、市施

設の利用について、に関するアンケートを実施しました。 
 

１．定住意識と地域の住みごこち 

 自らの地域についての住みごこちと日々の暮らしを営む上での満足度につい

て、また佐倉市を今後も住み続ける場として考えているかを伺うため、地域の

住みごこちについて１問（問１）、満足度について１問１１項目（問２）、定住

意識について２問（問３、問４）を設けました。 

 その結果、現在の居住地域について、「住みよい」と「どちらかといえば住み

よい」と回答した人の割合は８４％（４９４人）でした。また、現在の居住地

域に住み続けたいかとの質問に対しては６８％（４０９人）の人から「住み続

けたい」との回答が得られました。 

一方、「他の市町村へ転出したい」または「市内の他地区に転居したい」と回

答した人は１７％（９９人）でした。その主な理由としては、「通勤・通学に不

便である」が２１．２％（２１人）、「商店街が近くになく日常の買い物に不便

である」が１８．２％（１８人）、「自己の都合による」が１４．１％（１４人）

という結果となっており、際立った理由はないものの、生活に密着した利便性

を理由として挙げている人が多く見受けられました。 

 自分の住んでいる地域を見た場合の満足度を聞く設問では、「満足している」

および「どちらかといえば満足している」を選択した人数が有効回答数の半分

以上を占めている項目は、１１項目中７項目となっていました。 

この割合の一番高かったのは「周辺の自然環境」で、全体に占める割合は回

答者数の８２％（４８８人）でした。続いて「日常の買い物の利便性」が６４％

（３７１人）、「隣人や町内会との人間関係」が６３％（３７２人）、「公民館・

図書館などの文化施設整備」が５９％（３４９人）、「公園などの憩いの場所の

確保」が５９％（３４８人）、「道路や下水道などの都市基盤整備」が５４％（３

１９人）、「通勤・通学の利便性」が５２％（３０９人）となっています。 

満足しているとした割合が半分を割っている項目は、低い順から、「働く場所

の確保」が２５％（１４３人）、「保健・医療・福祉体制の充実」が４３％（２



５３人）、「自治会活動、ボランティア活動等の充実」が４５％（２６７人）、「子

育ての環境整備」が４６％（２７４人）となっています。ただし、半分を割っ

た４項目中、「働く場所の確保」のみが「どちらかといえば不満」と「不満」を

選択した人が「満足している」「どちらかといえば満足している」を選択した人

を大きく上回っておりましたが、他の３項目においては、「満足している」「ど

ちらかといえば満足している」を選択した人が「どちらかといえば不満」、「不

満」を選択した人よりも上回っており、顕著な不満傾向があるものとは認めら

れませんでした。 
 
２．佐倉市全体に対するイメージ 

 市全体に対してどのようなイメージを持っているかを伺うための質問を３問

（問５～問７）設けました。 
 その結果、プラスのイメージとして「自然環境が良い」と「地域の歴史や伝

統が豊かである」と評価する人が有効回答者数の６５．６％（７７９人）と多

数を占めました。 
また、市内の好きな場所や行事等に関する質問においても、国立歴史民俗博

物館（１５．２％）、川村記念美術館（１１．４％）、佐倉チューリップまつり

（９．８％）、佐倉城址公園（９．７％）を挙げた人が多く、自然や文化に関す

る関心が高いことが分りました。また、平成１７年度は中止した「佐倉・国際

印旛沼花火大会」を挙げた人も佐倉城址公園を挙げた人と同数（９．７％）で

した。 
 マイナスのイメージとしては、際だった項目はないものの、「通勤通学の利便

性が悪い（１４．４％）」「防犯対策が十分でない（１３．１％）」「買い物が不

便である（１２．５％）」「保健・医療・福祉の水準が低い（１１．２％）」を選

択した人が多く、生活の利便性や福祉の面、安全性への関心の高さがうかがわ

れました。 

 
３．市の政策として力を注ぐべき事項 

 今後の市政を進める上で、特に力をいれるべきであると考える事項について

の意見を伺うため、主な事務事業として３８項目を掲げた選択肢の中から、５

項目を選択していただきました。 

 多くの市民から関心を寄せられていた項目は、選択した人の多い順に「歩道

や自転車・歩行車道の整備（８．０％）」「高齢者医療や介護保険サービスなど

の高齢者福祉の充実（７．０％）」「地震や水害などに対する防災体制の強化（５．

５％）」でした。 



また、関心の高い項目（上位１０項目）中、都市・土木関係が３項目（１位、

７位、９位）、交通・防犯・防災関係が３項目（３位、４位、５位）を占めまし

た。 

 このほか、環境関係で２項目（５位、９位）、保健・医療・福祉関係で１項目

（２位）、商工業振興関係で１項目（８位）が選択されていました。 
※５位と９位については同率のため、それぞれ２つあります。 
 
４．地域活動と市行政とのかかわりについて 

地域の活動に関する考えと地域活動への参加の度合い、市政に関心があるか

どうか、市政の情報を入手する方法や市政に関するどのような情報を得たいか、

また佐倉市ホームページに関する意見を伺うため、質問を８問（問９～問１６）

設けました。 
まず、「地域の人々のつながりや、まとまりが薄れてきている」という意見に

対してどう考えるか伺ったところ、５５％（３２８人）の人が「その通りだが、

時代の流れでやむを得ないと思う」と答えました。 
次に、コミュニティ活動（同じ地域に住む人たちが、自分たちの手で自主的

に住みよい地域社会を作っていこうとする活動）が必要かどうか伺ったところ、

「必要だと思う」「ある程度必要だと思う」と答えた人が全体の８９％（５３３

人）にのぼりました。 
次に地域活動に対する参加の度合いを伺った質問では、「よく参加する」およ

び「たまに参加する」を選択した人数が有効回答数の半分以上を占めている項

目は、「町内会や自治会の活動（回答者数の５８％、３４９人）」１項目に留ま

りました。この次に多かった項目は、「環境保護・清掃美化活動（４２％、２５

０人）」ですが、これ以外の項目では「よく参加する」および「たまに参加する」

を選択した割合が半分を大きく割りこみました。 
特に「老人クラブの活動（８％、４６人）」と、「高齢者や障害者のためのボ

ランティア活動（１０％、５８人）」は、関心の低さが際立ちました。 
次に、市行政に対する関心の度合いを伺ったところ、有効回答数のうち７４％

（４４８人）の人が「関心がある」または「ある程度関心がある」と答えまし

た。また、市行政に関する情報を得る手段を伺ったところ、「こうほう佐倉」と

答えた人が有効回答数の４６％（５３５人）、「町内回覧板や掲示板」と答えた

人が２７％（３１８人）でした。 
次に、市から得たい情報の種類を伺ったところ、「医療、保健等健康に関する

情報」が１７．３％（２９０人）と一番多く、次に「市行政の状況など、市政

に関する情報」が１１．６％（１９５人）、「公民館、コミュニティセンター、



図書館などの情報」が１０．８％（１８２人）と続きました。 
次に、市政に関する情報を得る手段で「市のホームページ」を選んだ人（５

１人、４％）に対して、ホームページ内のどんな情報が役に立ったか、またど

んな情報を望むか伺ったところ、役に立った情報としては「手続方法、手続窓

口の情報」が最多（３０人）でした。また、望む情報としても「各種証明手続

の情報」が最多（３２人）でした。 
 

５．テーマ別の調査事項 

 市政を推進する上で参考とするため、２つのテーマに関して意見を伺いまし

た。 
（１） 道路行政について 

 日常生活において利用する頻度の高い市内の道路について、どのように考え

ているか伺うために、質問を４問（問１７～問２０）設け、意見を伺いました。 

まず市の道路行政についてどう思うか伺ったところ、項目ごとの割合では「普

通」と答えた人が３９％（２３２人）と最多でしたが、「どちらかといえば悪い」

「悪い」と答えた人の割合が４４％（２６４人）と、「よい」「どちらかといえ

ば良い」と答えた人の割合（１６％、９３人）を大きく上回りました。 

次に、市の道路問題は何と思うか伺ったところ、「狭い道路（２７％、２９９

人）」と「歩道の未整備（２３％、２５６人）」を答えた方が全体の半数を占め

ました。 

次に、市の道路問題が「交通渋滞（１４％、１５１人）」と答えた人に、それ

をどんな時に感じるか伺ったところ、「朝夕の通勤渋滞」と答えた人が最多（２

７％、９０人）でした。 

次に、市内の道路問題解決に有効な手段は何か伺ったところ、「渋滞交差点で

の右折車線の整備」が１５．９％（１７２人）と最多でした。また、「歩道の新

設および歩道の拡幅整備」についても、１５．４％（１６７人）の人が有効な

手段であると答えていました。なお、「バイパス等の新たな幹線道路の整備」に

ついては先述した２項目に次いで多くの人（１１．５％、１２５人）が選択し

ていました。 

（２） 日常の買い物動向について 

 日常生活を営む上で必要な買い物を通して生活圏を把握するとともに、商業

振興の基礎資料とするため、質問を５問（問２１～問２５）設け、意見を求め

ました。 

 日常の買い物をする際の交通手段で最も多かったのは「自家用車」で、有効

回答数の５９％（３５５人）を占めていました。また次に多かったのは「徒歩



（１８％、１０６人）」と「自転車・バイク（１７％、１０２人）」でした。 

 次に、商品別の購入場所に関する質問について購入先を３箇所選択してもら

ったところ、食料品について、「野菜」「肉」「魚」「その他食料品」については、

市内で購入している人が有効回答者数の６５％以上を占めていました。また、

「家電製品」「本・ＣＤ」についても５０％以上の人が、「日常衣料品」につい

ても４０％以上の人が市内で購入していました。 

しかし、「高級衣料品」「家具」「スポーツ用品」「贈答品」については、市内

で購入する人が４０％を割り込んでおり、特に「高級衣料品」は１２％（１０

２人）と低い結果となりました。この「高級衣料品」については、東京都（２

５．７％）船橋市（２５．３％）千葉市（２２．８％）と答えた人が多くいま

した。 
また、高級衣料品と贈答品を除いた日常使用している品目の、佐倉市以外の

購入先としては八千代市が９項目中８項目と、圧倒的に多い結果がでました。 
次に、市内で買い物をする場合の購入先について、食料品は、「野菜」「魚」「肉」

「その他の食料」全て９割以上がスーパーマーケットとの回答でした。また、

地元商店が他を超えているのは、「家具」「家電製品」「本・ＣＤ」「スポーツ用

品」の４項目でしたが、「スポーツ用品」については、スーパーマーケットとの

差が１％未満と、非常に僅差でした。 

 次に、どのような店舗で買い物をしたいかとの質問に関しては、「豊富な品揃

えのあるお店」と「品質のよいお店」を挙げた人が、それぞれ２１．６％（３

７６人）と１８．３％（３１８人）で多く、次いで「駐車場が整備されている

お店」「価格の安いお店」「親切な対応をしているお店」と続きました。 

 次に、地元の商店についてどう感じるかという設問では、「対応・雰囲気」「価

格」「開店時間」「閉店時間」については、ある程度評価されたものの、「品揃え」

と「駐車場」については約４割以上の人が不満と答えていました。 

 

６．市施設の利用について 

昨年度まで年２回、来庁者を対象に市施設各窓口に設置したアンケート用紙

によって行っていた「お客様アンケート」を、定期的かつ広範囲に利用者の意

見や要望を伺い、継続的に調査分析するため、今年度は市民意識調査の一項目

として実施しました。 

まず、調査票が届く２ヶ月までの間、市の施設を利用したか伺ったところ、

５６％（３３５人）の人が「ない（利用していない）」と答えました。 
次に、市施設を利用した人（４２％、２４８人）に、施設を利用したのはい

つか、伺ったところ、利用月については「９月」と答え人が全体の５２％（１



３６人）を占めました。また、月のうちいつ頃（上、中、下旬）利用したかと

いう質問では、それぞれ３８％、２９％、３３％と、ほぼ均等の結果が出まし

た。 
続いて、利用した曜日を伺ったところ、月曜日の利用が少ない（５％）のが

目立ちましたが、これは月曜日が休館の施設が多いためと思われます。また、

休館開けの火曜日と土曜、日曜日の利用が他の曜日に比べて多いのも特筆すべ

き点だと思われます。 
続いて、利用した時間帯を伺ったところ、午前、午後共に有効回答数のほぼ

半分ずつを占め、夜間の利用は７％（２０人）でした。 
次に、利用した施設を伺いましたが、有効回答数のうち、出張所などの本庁

舎以外の施設を利用した人が８９．２％と、本庁舎以外の施設利用が圧倒的多

数を占めました。また本庁舎以外の施設を利用した人のうち４０％の人が、図

書館を利用していました。 
次に、訪れた課又は施設の対応について伺いましたが、全ての項目で有効回

答者数の９５％以上の人から「普通」以上の評価を得ました。 


